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6  まとめ 

本調査では、建物の熱負荷特に潜熱負荷を適切に評価するため、 
・建物要因 
・人体要因 
・設備要因 

の 3 要因を設定し、それぞれの特性をモデル化するための各種調査等を行い、実際のモデル化（プロ

グラム化）と計算を行った。 
 

建物要因に関しては、アンケートにより住宅における家具・収納物の使用実態調査を行うとともに、

家具・収納物の吸放湿特性の文献調査、熱湿気モデルの作成を行った（第 2 章）。 
 

人体要因に関しては、アンケート調査結果を踏まえてエアコンの使用実態を調査・整理し、窓の開

閉などを含めて外気温・室温・在室状況に基づいて冷房行為を決定するモデルを作成した（第 4 章）。 
 
設備要因に関しては、非住宅・住宅ともに実物件における実測調査および実験室実験を行い、ビル

用マルチ、調湿換気装置、全熱交換器、エアコンの各設備の特性を把握した。これらの顕熱・潜熱処

理量に関するモデルを作成して実データとの比較検討を行い、おおむね良好な結果が得られた（第 3
章）。 
 
これらの各要因のモデルをまとめたプログラムを作成し、住宅の冷房一次エネルギーの基準値に相

当する値が得られた（第 5 章）。 
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